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2026-6-15 児童厚生施設及び放課後児童クラブに関する専門委員会（第７回） 

15時00分～17時00分 

 

○冨田専門官 定刻となりましたので、ただいまから第７回「児童厚生施設及び放課後児

童クラブに関する専門委員会」を開催いたします。 

 委員の皆様におかれましては、御多用の中、御出席いただきましてありがとうございま

す。 

 本日は、オンラインと対面のハイブリッドで開催いたします。 

 オンラインのため、報道関係者におかれては、この時間に画面キャプチャーによる頭撮

りをお願いいたします。 

 本日は、委員全員の御出席をいただいております。 

 ここで、委員の変更について御報告いたします。 

 松山市こども家庭部こどもえがお課、大内委員については人事異動により御退任となり

ましたことを御報告いたします。 

 本専門委員会は原則として公開で開催し、資料及び議事録も公開することとしており、

傍聴希望者向けにYouTubeでライブ配信をしております。録音・録画は禁止となっておりま

すので、傍聴されている方は御注意ください。 

 頭撮りはここまでとさせていただければと思います。 

 それでは、議事に移りたいと思います。大竹委員長、よろしくお願いいたします。 

○大竹委員長 皆さん、こんにちは。本日はお忙しいところ、お集まりいただきまして誠

にありがとうございます。 

 今回の第７回につきましては、児童館設置運営要綱改正案を中心として議論したいとい

うことになっております。以前にもお話ししましたように、私自身が児童福祉論というも

のを四十数年前に大学生のときに学んでいたときから児童福祉法にしっかりと位置づいて

いた施設であるにもかかわらず、ほとんど学校の中で学んだという記憶はございません。 

 児童福祉に身を置きながら、この児童館の問題等々についてはこれまでもほとんど私の

ところでは議論にはなっていなかったという中にあって、ここにきて児童館ガイドライン

であるとか、特にこどもの居場所づくり指針というようなものが発出されて、そこにこど

もの居場所として児童館というところに今しっかりと光が当たったというようなことを感

じています。 

 児童館は全国で4,248か所あるわけですけれども、まだまだ濃淡があるなと思っていま

す。この4,248か所という数は、全国で相当な数だと思います。そういう中にあって、まさ

にこの4,248か所の児童館が児童館としての役割・機能をしっかりと果たしていくという

ことがその地域で暮らすこども・若者にとってのウェルビーイングにもつながっていくの

ではないかと強く思っています。 

https://www.cfa.go.jp/councils/shingikai/kodomo_ibasho/jidoukan
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 そういう意味では、今日この議論の中で児童館の役割・機能というようなところもしっ

かりと議論しながら、この4,248か所あるそれぞれの児童館がしっかりと自分たちの役割

というものを自覚していただき、機能できる役割を果たす児童館となれるように、必要不

可欠な児童福祉施設であるというところをしっかりと押さえながら議論ができればと思っ

ておりますので、本日は先生方からいろいろな御意見をいただければと思います。よろし

くお願いいたします。 

 それでは、配付資料の確認について事務局からお願いいたします。 

○冨田専門官 本日の資料につきまして確認させていただきます。 

 資料は６点、右上に資料番号を記載しておりますので御確認ください。 

 資料１「委員名簿」。 

 資料２「今後の進め方について」。 

 資料３「児童館のあり方について」。 

 資料４－１「児童館設置運営要綱改正案について」。 

 資料４－２「設置運営要綱改正案全文」。 

 資料５「省令改正について」。 

 その他、参考資料を８点、お手元に送付しております。 

 また、資料１「委員名簿」についてですが、土崎委員の御所属につきまして、宇都宮大

学地域デザイン科学部附属地域デザインセンターコーディネーターから、宇都宮大学地域

デザイン科学部客員研究員に御所属が変わりましたことを本日お伺いしておりますので、

本日のホームページ上の資料から変更させていただいておりますことを御説明させていた

だきます。 

 不足がございましたら、事務局まで資料のほうをお申しつけください。 

 また、こども家庭庁ホームページで公開しております。 

 以上となります。 

○大竹委員長 ありがとうございました。 

 それでは、議事に入りたいと思います。 

 まずは「（１）今後の進め方について」です。 

 それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

○冨田専門官 事務局から御説明いたします。 

 資料２を御覧ください。 

 こちらは、第２期で議論を進めてきた、放課後児童クラブ・児童館・遊びについての今

後の進め方を示したものになります。 

 １ページをお開きください。 

 令和７年度の議論の経過についてまとめております。 

 第４回専門委員会では、第２期の方針を決定し、学齢期以降の「遊び」について議論を

いただきました。 
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 第５回専門委員会では、主に放課後児童クラブの諸課題への対応として埼玉県、徳島県

の放課後児童クラブ担当者の方に御参集いただき、放課後児童支援員認定資格研修、放課

後児童支援員等資質向上研修、子育て支援員専門研修、放課後児童コースの実施方法につ

いてヒアリングを行い、放課後児童クラブの研修事業について、特に認定資格研修のオン

デマンド配信や資質向上研修の体系化について議論をいただきました。 

 併せて、放課後児童支援員の基礎資格についても議論をいただきました。 

 第６回専門委員会では、主に児童館の在り方として児童館の設置運営要綱案について事

務局素案を基に議論を進めてきました。 

 続いて２ページ目、これらの議論の今後の進め方を示しております。 

 本日、第７回につきましては児童館の設置運営要綱について前回の議論を踏まえ、再度

改正案を提示し、御議論をいただきたいと考えております。 

 なお、本要綱については令和９年４月１日の施行を予定しております。 

 また、放課後児童支援員及び遊びを指導する者の基礎資格について、内閣府令の改正を

進めております。こちらについての進捗状況を報告いたします。 

 次回、第８回につきましては学齢期以降の遊びについて、これまでの議論をまとめた素

案を提示し、議論を進めていただきたいと考えております。 

 なお、今後こどもの意見聴取を行いますので、その意見も踏まえた上で素案をお示しす

る予定です。 

 また、「放課後児童クラブ資質向上研修の体系化」についても見直しの素案を提示し、

議論を進めていただければと考えております。 

 御説明は以上となります。 

○大竹委員長 御説明ありがとうございました。 

 委員の皆様方から御意見をこれから伺いたいと思います。お気づきの点について御発言

いただければと思います。私のほうから指名いたしますので、画面上で挙手いただくか、

システムの挙手ボタンでお願いいたします。私のほうから御指名いたしますので、ミュー

トを外してください。もしこちらが挙手に気がつかない場合はお声がけください。 

 なお、発言される委員は氏名を名乗っていただいた上で発言をいただきますようお願い

申し上げます。 

 それでは、各委員の方々から説明のありました内容について御意見をいただければと思

います。いかがでしょうか。 

 では、安部先生の後に佐藤先生ということで、安部先生からお願いします。 

○安部委員 ありがとうございます。安部です。 

 １点、質問がございます。第８回の専門委員会で、「「学齢期以降の遊びに係る報告書

（案）」について」のところで「こどものアンケートを実施して」とあるのですけれども、

スケジュール的にはこの第８回のときにもうアンケート結果が出てくるのでしょうか。 

 つまり、アンケートの項目について、この専門委員会で発言ができるのかどうかという
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ことを知りたいと思いました。 

 以上です。 

○大竹委員長 では、事務局からお願いいたします。 

○冨田専門官 事務局になります。 

 ただいま、遊びに関するアンケートについて御質問いただきました。アンケートにつき

ましては今、事務局案を作成しており、そちらを委員の皆様に送付し、ご意見をいただき

たいと思っております。そちらの御意見を取り入れながらアンケートを完成させて、こど

もからの意見を聴取していくという流れで考えております。 

 第８回では、こどもの意見の集約等を進め、まとめたものをご提示できればと考えてお

ります。 

 以上となります。 

○安部委員 ありがとうございます。 

○大竹委員長 ありがとうございました。 

 それでは、佐藤委員、お願いいたします。 

○佐藤委員 お願いいたします。 

 １点目は、安部先生と同じところを伺いたかったです。このスケジュールはどうなのか

なということとか、内容についてもちょっと聞ければと思いました。 

 もう一つは、今日の委員会の内容に入っている省令改正について、今日は進捗状況を報

告するとあるのですけれども、議論は前回のときに行っているという前提なのかもしれな

いのですが、進捗状況を報告した上で、何か少し議論をする余地はあるのかというところ

をお伺いしたかったです。 

○大竹委員長 では、事務局、お願いいたします。 

○冨田専門官 事務局になります。 

 省令改正に係る内容につきましては前回までで議論をしていただいたという認識でござ

います。ですので、その議論をいただいた内容を基に省令改正を進めている状況について

御報告をさせていただきたいと思っております。 

 以上となります。 

○大竹委員長 よろしいでしょうか。 

○佐藤委員 ありがとうございました。 

○大竹委員長 そのほか、何かございますでしょうか。大丈夫でしょうか。 

 ありがとうございます。 

 では、私のほうから第８回のところでこどものアンケートを実施して遊びについてこど

もの意見を聴取して、こどもの遊びについて改めて国のほうでこれを検討して、遊びとは

何ぞやというところをまとめていくということで私も大変期待しておりますので、私たち

も議論しながらこの遊びというものについてしっかりとした報告書ができればいいなと思

っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 
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 「今後の進め方について」についてはよろしいでしょうか。 

 ありがとうございました。 

 それでは、次に移りたいと思いますが、今いただいた意見については事務局のほうでよ

ろしくお願いしたいと思います。 

○冨田専門官 承知しました。 

○大竹委員長 それでは、続いて議事の２「児童館のあり方について」です。今回が取り

まとめの議論となりますので、御確認の上、最終的な改正案にしていきたいと思います。

そのため、意見の際には可能な限り修正案をお示しください。委員各位の御協力をお願い

したいと思います。 

 それでは、事務局からお願いいたします。 

○冨田専門官 事務局より御説明いたします。 

 資料３を御覧ください。 

 こちらにつきましては、第６回委員会での御意見と、その対応についてまとめたものと

なっております。 

 第１章から順に記載をしておりますので、御覧ください。詳細につきましては、後ほど

改正案で御説明をさせていただきます。 

 では、２ページを御覧ください。 

 １つ目の○、児童館を「小型児童館」「大型児童館」の２類型にしたときに、児童セン

ターを小型児童館に統一すると、児童センターとしては小さくなるような受け止めになる

のではないか。児童センターに合わせることはいかがかといった御意見につきまして、御

意見を踏まえて前回お示しした「小型児童館」と「大型児童館」とした分け方ではなく、

現行の児童センター等を全て含めて大きく児童館を規定した上で児童館の中で「大型児童

館」を規定する形にしたいと考えております。 

 ２つ目の○、実施主体として一般財団法人を「その他の者」で解釈するのではなく、追

記してはどうかといった御意見につきましては、原案のとおり「その他の者」として整理

を考えております。 

 一方で、御指摘を踏まえ、通知等において「その他の者」の対象範囲の例示を示し、こ

の中で一般財団法人、一般社団法人が含まれることを明記することで対応したいと考えて

おります。 

 ３つ目の○、災害時の支援についての記載は必要ではないかといった御意見につきまし

て、第１章「総則」で災害への備えについて業務継続計画等を、第３章「大型児童館」で

は災害発生時の大型児童館の機能等について、追記を行っております。 

 ３ページを御覧ください。 

 １つ目の○、「児童の年齢及び利用目的が多岐にわたるので適切な児童厚生員を配置す

る」といった局長通知の内容は残すべきではないかといった御意見を受けて、追記をいた

しております。 
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 ２つ目の○、「こどもの食事、シーツや枕カバーの洗濯代等は個人負担とすること」と

いった具体的な内容は削除してはどうかといった御意見を受けて、削除しております。 

 ３つ目の○、次官通知に県内児童館の研修を行うこと、あるいは広報の発行についても

記載があり、残すべきではないかといった御意見を受けて、追記をしております。 

 ４つ目の○、全体としては記載があるが、第３の大型児童館で再度18歳未満のこどもが

利用できることを記載することで、中・高校生世代が利用できる施設であることを強調す

ることはいかがかといった御意見を受けまして、児童館全体の中で対象児童を示しており

ます。 

 ４ページを御覧ください。 

 １つ目の○、例えば名称をユース児童館とするなど、中高生世代への居場所強化を意識

づけできないかといった御意見につきまして、児童館はあくまでも児童福祉法第40条に基

づいた児童厚生施設であり、中高生世代のみの活用を想定するものではないため、設置運

営要綱については名称の変更は行わない考えです。 

 ただし、児童館の持つ機能として大変重要であることから、通知等の中で示していきた

いと考えております。 

 ２つ目の○、設置運営要綱と児童館ガイドライン、それぞれの通知上の役割を明確にし

た上で、自治体等の設置者の混乱を招くことのないよう整理をしていただきたいといった

御意見につきまして、設置運営要綱は設置と設備等を設置する上での必要な事項を整理し

ている一方で、児童館ガイドラインは児童館の具体的な取組を進めるに当たっての必要な

事項を整理しているものであり、現場の混乱を招かないよう、自治体説明会等でも伝えて

いきたいと考えております。 

 ３つ目の○、児童福祉法及び児童福祉施設の設備及び運営に関する基準に規定される表

記は「児童」である。年齢表記のある「児童」表記と年齢表記のない「こども」表記の整

合性を整理しておく必要があるといった御意見につきましては、技術的助言となる児童館

ガイドラインでは年齢で区切れない継続的な支援が必要なこども等への対応も含めて「こ

ども」と表記しているものです。児童福祉法においては「児童」と表記されている中で、

同法に基づく府令である「児童福祉施設の設備及び運営に関する基準」についても「児童」

としているものとして考えております。 

 では、改正案を御説明いたします。 

 資料４－１については、新旧を整理した資料となっております。 

 続いて資料４－２を御覧ください。 

 第６回専門委員会でお示しした文章から変更されている箇所を、資料３の御意見につい

て対応した箇所について御説明いたします。 

 １ページを御覧ください。 

 第１章総則、「２．定義」で、児童館の中に「大型児童館」が存在するといった種別整

理を示しております。また、全体の文章もそのような構成に変更を行っております。 
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 ２ページ、「５.職員」の（３）で児童厚生施設の長（館長）の配置について追記をして

おります。 

 続いて（４）児童厚生員に加え、必要に応じてその他の職員を置くことについて、遊び

のプログラムを実施する場合についても当該知識、技能を有する者の配置が望ましいこと

について追記をしております。 

 続いて「６．関係機関等との連携」、（３）について、地域子育て支援拠点を実施する

場合についても追記をしております。 

 ３ページ、第２章、「２.設備」の前文に「すべてのこどもがその特性や背景にかかわら

ず利用できるよう、インクルーシブの観点も踏まえて合理的配慮を行うこと」を追記して

おります。 

 その下、（１）必要に応じた設備等の例示に「遊びのプログラム等を実施するに適した

スペース」「中高生世代のニーズに応じたスペース」を追記しております。 

 ４ページ、「３．運営」の（５）について、「感染症や非常災害に備え、業務継続計画

の策定に努めること」を追記しております。 

 「４．活動内容」について、（１）から（７）の概要を追記しております。 

 「第３章 大型児童館の役割等」の「１．機能・役割」の（１）の「ア 対象地域内の

児童館へ向けた研修を行うこと」。 

 また、６ページの「イ 広報等により、対象地域内における児童館の活動について啓発

に努めること」も追記しております。 

 （２）、災害発生時の対応について追記をしております。 

 「２．設備」の（１）で「遊びのプログラム等を実施するに適したスペース」「乳幼児

や中高生世代のニーズに応じた設備等」を追記しております。 

 ７ページの（１）活動内容について自然体験の例示の記載を変更、（２）野外活動の例

示についても変更をしております。 

 御説明は以上となります。 

○大竹委員長 ありがとうございました。 

 ただいま事務局から説明がございました。それでは、皆様方から御意見を伺いたいと思

います。何かお気づきの点がございましたら、先ほどと同様の方法で御発言をいただけれ

ばありがたいと思います。いかがでしょうか。 

 では、植木先生、お願いいたします。 

○植木委員 植木でございます。 

 丁寧な御説明、ありがとうございました。２点ほど、意見を申し上げます。 

 まずは資料３の設置運営要綱（案）についてです。これの４ページのところで、１つは

中高生世代への居場所の強化の意識づけのところで説明がございました。それで、これも

資料４－２の中で具体的にその文面を掲載しておりまして大変よかったなと思います。 

 さらに、中高生世代への居場所づくりというのは非常に喫緊の課題でもありますし、児
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童館としてもやはりこの部分はアピールしていかなければいけない。児童館があるから中

高生世代の支援も進むよというふうな意思表示も含めて、ぜひさらなる強化と支援をお願

いしたいと思います。これが１点です。 

 それから２点目ですが、同じく資料３の４ページの「児童」表記と「こども」表記につ

いてです。 

 ガイドライン等は「こども」と表記され、児童福祉法等においては「児童」としている

ものと、これは分かるんです。この説明は分かっていることであって、要はこの２つの表

記があることで現場で混乱が起きないか。つまり、児童館は一体誰を対象にするのかとい

うことの混乱を招かないような丁寧な説明が必要なのではないかと思うのですけれども、

この点についていかがでしょうか。 

 以上の２点です。お願いいたします。 

○大竹委員長 ありがとうございました。 

 いかがでしょうか。今、２点ほどありましたけれども、事務局からお願いいたします。 

○冨田専門官 ありがとうございます。 

 １つ目の中高生世代への支援について、お話しのとおりこども家庭庁としましても大変

重要な支援であると認識をしております。その中で、質問、回答のほうにも記載させてい

ただいておりますとおり、そういった意識づけ、また支援を強化していくことにつきまし

ては進めていきたいと考えており、具体的には、通知等でしっかりと伝えながら、自治体

担当者等も含めて周知を進めたいと考えております。 

 また、もう一つのご意見ですが、「児童」と「こども」の対象年齢の違いにつきまして

植木委員のお話しのとおり、皆さん御理解いただいているところで、それがしっかりと現

場の先生方にも混乱を招かないようにというご意見と思っております。 

 こちらにつきまして、法令上の位置づけについては、「児童」というところでゼロ歳か

ら18歳までというところは変わらないものと認識をしております。 

 ただ、実際にこどもと関わる支援の中では様々な状況があるというところも承知をして

おります。その中で、技術的助言である設置運営要綱は、「こども」の表記にし、そうし

た支援については年齢等で区切らずに「こども」の範囲でしっかりと進めていただきたい

というところです。 

 また、設置運営要綱の中で事業や取組について概要的に記載をしており、技術的助言と

して、周知を進めていきたいと考えております。 

 以上となります。 

○大竹委員長 よろしいでしょうか。 

○植木委員 ありがとうございました。 

○大竹委員長 そのほか、いかがでしょうか。 

 では、安部先生、お願いいたします。 

○安部委員 ありがとうございます。 
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 ５点ほどあります。 

 資料４－１なのですけれども、２ページのところで「６．関係機関等との連携」（３）

のところにこども家庭センターが入ったというのは非常によかったと思います。 

 質問なのですけれども、（３）の文章を見ると「事業の実施を通じて支援が必要な妊産

婦・こども・保護者等を把握した場合には、こども家庭センターに当該者に関する情報を

共有し、必要に応じて支援の内容に関する協議を行う」とあるのですが、これは情報を共

有される本人の同意は特に必要ないのかということを確認させていただけたらと思います。 

 ２点目は、７の「こどもに対する性暴力等の防止等」ということで、こども性暴力防止

法が入っていると思います。これが入ることは特に異論はないのですけれども、ここだけ

入っているのがちょっと気になるなと思って、例えばこどもへの不適切な関わりであると

か、体罰とか、こどもの権利侵害を及ぼすことというのはもっといろいろあると思うので

すけれども、性暴力等の防止等だけが入るのでいいのかどうかというのが２点目です。 

 ３点目が同じ資料４－１の３ページの「第２ 児童館の役割等」のところなのですけれ

ども、そこの「機能・役割」で（１）から（５）までが出てきているのですが、これはど

こから出てきたものなのか。「児童館ガイドライン」の機能・役割とも対応していないよ

うなので、特に対応は必要ないのかというのが３点目の質問です。 

 次が、５ページで４の「活動内容」なのですけれども、活動内容が（１）から（７）ま

で出ていて、これは「児童館ガイドライン」に対応しているなと思って読んでいました。 

 一方で、「児童館ガイドライン」のほうは（８）で放課後児童クラブが入っていたと思

うのですけれども、特に今回の改正案の中には（８）の放課後児童クラブは入れなくてい

いのかというのが４点目の質問になります。 

 最後なのですけれども、７ページの「年長児童指導の内容及び方法」のところです。こ

こで年長児童とあるのですが、この年長児童というのは具体的に誰を指すのかということ

を教えてください。 

 以上です。 

○大竹委員長 ありがとうございます。 

 今５つほど挙がっておりましたが、同意が必要かどうかとか、性暴力だけのことでいい

かどうか、役割・機能のところでガイドラインとはどうなのか、放課後児童のところはい

かがか、あとは年長児童というのは何を指すのかというところでした。 

 少々お待ちください。 

○安部委員 １点、言い忘れたことを思い出したのですけれども、今、言ってもいいです

か。 

○大竹委員長 どうぞ。 

○安部委員 すみません。５ページの「活動内容」のところに（４）で「配慮を必要とす

るこどもへの対応」というものが今回入っていると思うのですけれども、配慮を必要とす

るこどもには、いろいろなこどもが含まれると思うのですが、その子たちを含めてこども
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たちが児童館で安心して過ごすにはどのような設備が必要かということが大事だと考えて

います。つまり、児童館がユニバーサルな環境となるにはどんな設備を設置しなければい

けないのかというようなことは触れられていないような気がするのですけれども、その辺

りは含めなくていいのかというのが追加の質問です。 

○大竹委員長 ６点目も入りましたが、６点目は配慮を必要とするこどもとあるけれども、

設備等については何かないかというところです。では、よろしくお願いいたします。 

○冨田専門官 ただいま御質問いただいた６点を順番にお答えさせていただきます。 

 １つ目は２ページの６番の「関係機関等との連携」の（３）番、児童館が地域子育て支

援拠点、または地域子育て相談機関等との連携のときに、こども・保護者等を把握した場

合にはこども家庭センターに当該者に情報を共有し、という部分ですが、本人の同意につ

きましては基本的には必要なものとなっております。こちらはそういった誤解等を招くも

のでありますので、追記で考えていきたいと思います。 

 続いて２つ目のお話ですが、こども性暴力防止法は含まれているが、体罰等についての

記載がないのはなぜなのかというところですが、今回は法律に基づくものというところで

記載を含めております。ですので、設置運営要綱ではこども性暴力防止法について追記し

ているということになっております。 

 続きまして問３、３ページのほうに移ります。第２の「児童館の役割等」の部分です。

こちらの５項目の役割につきまして、児童館ガイドラインと対応しているわけではないの

かという御質問いただいております。こちらは、児童館の役割について広くまとめたもの

として５項目で表しているものとなっております。 

 続いて４つ目の質問、５ページです。こちらにつきまして、「活動内容」が児童館ガイ

ドラインでは８点あり、放課後児童クラブについても含まれているが、設置運営要綱には

入れないのか、といったご意見につきまして、児童館としての役割・機能についての内容

を設置運営要綱上には記載をしており、放課後児童クラブについては今回記載していない

ということになります。 

 ただ、実際としては放課後児童クラブを児童館で行うこともございますので、ガイドラ

インの中では記載をするという形で、すみ分けをしています。 

 続いて、７ページ目の年長児童等です。年長児童については中高生世代を対象としたも

のというふうに認識をしておりますが、ただ、全体の中でこちらとしても今回、中高生世

代というふうな文章表現に変えてきているところはございますので、記載が残っているか、

もう一度改めて確認をさせていただきたいと思っております。 

 最後に問６についてですが、５ページの（４）の「配慮を必要とするこどもへの対応」

の設備面についての記載がなくてもよいのかというところです。こちらについては、前文

の設備のところに記載を追記しており、３ページの２番の「設備」のところの前文に「す

べてのこどもがその特性や背景にかかわらず利用できるよう、インクルーシブの観点も踏

まえて合理的配慮を行うこと」ということで記載をさせていただいているところになって
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おります。 

 以上となります。 

○大竹委員長 ありがとうございました。 

 安部先生、いかがでしょうか。 

○安部委員 御回答ありがとうございました。 

 ２ページの本人の同意に関しては、これは書いておかないと同意なしに連絡してしまう

ことがありそうな気がします。抑圧されている状況や、権利侵害に遭っている状況から回

復するときには、やはり本人がどう捉えるかが非常に重要かと思いますので、ぜひ当たり

前のことであっても書き込んでいただけるとよいなと感じました。 

 それから、３ページの「機能・役割」のところは広くまとめたものであるということだ

ったのですけれども、これに関しては現場の齋藤委員辺りにどういうふうに捉えられるか

というようなことの御意見を伺えたらよいなと思って今、伺っていたところです。 

 それから、年長児童というのが中高生世代を指すのかなというところで、７ページなの

ですけれども、先ほど植木委員からもありましたが、中高生世代に関しての項目がせっか

く次官通知と局長通知には年長児童指導ということで項目があったものが、今回の改正案

でなくなってしまうというのは何かもったいないなという気がするので、別枠で入ってく

るとよいなと感じました。 

 以上です。 

○大竹委員長 ありがとうございました。 

 事務局からありますか。お願いします。 

○冨田専門官 申し訳ございません。 

 先生、７ページの年長児童の部分なのですが、どちらのところなのか、もう一度お伺い

させてもらってもよろしいですか。今、箇所がはっきりと分からない状況になっておりま

して。 

○安部委員 資料４－１の７ページの次官通知と局長通知の中には年長児童指導というも

のがあると思うのですけれども、ここが丸ごとなくなってしまうのかなと思いまして、そ

れがなくなるのはもったいないなと感じたのですが。 

○冨田専門官 今こちらのほうでも確認が取れましたので、承知しました。ほかの委員の

皆さんの御意見も伺えたらと思います。 

○安部委員 お願いします。 

○大竹委員長 ありがとうございました。 

 先ほど安部先生から、現場の齋藤先生はいかがでしょうかというふうな投げかけもあり

ましたけれども、何かございますか。このような５つにまとめたというところで、現場か

らしてどういうように捉えられるかということでしたが、お願いします。 

○齋藤委員 齋藤です。 

 「機能・役割」のところの５点を見ますと、分かりやすくまとまっているのではないか
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と感じているところではありましたが、安部先生、「機能・役割」のところでよかったで

すね。 

○大竹委員長 はい。 

○齋藤委員 遊び及び生活を通したこどもの発達の増進、居場所の提供、子育て家庭への

支援、こどもの育ちに関するネットワークの増進、健全育成の環境づくりといったところ

で、ここで５点にまとめていただいていたというのは役割としては分かりやすいなと思っ

ています。 

 ただ、先ほど安部委員からお話しいただきました中高生の年長児といったところは、そ

れも含めて記載のほうを外さないで残していただきたいというところがあります。児童館

の機能・役割の中は、もちろん先ほど年長児童の部分を利用していたままの名称をつける

といったところではそこだけではないといったところはあるのですが、中高生世代の年長

児対応も機能・役割としてとても重要な役割となっておりますし、この部分が世間的にも

なかなか浸透していない部分がありました。現場の人間のほうでも、なかなかこの視点は

抜け出せない部分があるのかなと思っております。ですので、ここはしっかりと機能・役

割のところを踏まえた形でちゃんと残していただくことが重要になってくるのではないか

と感じているところでした。 

 以上になります。 

○大竹委員長 ありがとうございます。 

 事務局から先ほど投げかけがあって、ほかの委員の方々でもこの年長児童指導という記

載を今カットしているけれども、いかがかというところで、今お二人の先生は必要ではな

いかというような御意見でした。そのほかの委員の方々で何か御意見があればと思います

が、何か事務局からありますか。 

 では、その前に事務局のほうからコメントがあります。 

○冨田専門官 ありがとうございます。 

 資料４－１の７ページで、年長児童指導の内容について記載があり、その内容を含めて

進めていただきたいというところで御意見をいただいたかと思います。 

 今回、こちらにつきましては４－２の４ページの「活動内容」のところでも「（２）こ

どもの居場所の提供」のウの中で「中・高校生世代も利用できる施設であることから、開

館時間等について実際に利用可能な環境づくりに努めること」というところで記載をさせ

ていただいております。 

 そして、次の５ページになるのですけれども、「ア 児童館は、こどもが日常の遊びや

生活の中で、こどもの権利が理解できるような環境や機会を設けること」「イ こどもや

保護者が権利について学ぶことができるように努めること」といったところでも、こちら

の内容について記載をさせていただいているところになっております。この辺りについて、

内容をこちらで含めて記載を進めているというのが現在の状況になっております。 

 以上となります。 
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○大竹委員長 年長児童指導の文言等の内容等については今、説明のあった４ページの「活

動内容」のところに転記されているというようなことでもございました。 

 植木先生、お願いいたします。 

○植木委員 植木でございます。 

 御説明ありがとうございます。そうであれば、先ほど先生方の指摘にもありましたよう

に、要綱の第２の「児童館の役割等」の「１．機能・役割」、対照表で言うと３ページに

なりますけれども、これが現行では小型児童館は「中学生、高校生等の年長児童の自主的

な活動に対する支援を行うこと」と書いてあるにもかかわらず、改正案はせっかく書いて

あるのに中学生、高校生等のことが抜けているということになりますので、この改正案に

も中高校生の支援、あるいは自主的な活動に対する支援のようなものを特出しをして付け

加えるということは可能でしょうか。 

 以上です。 

○大竹委員長 ありがとうございます。 

 冨田専門官 ありがとうございます。 

 今お話しいただいているところで、今の整理としては「機能・役割」のところは確かに

中高生及び年長児童の部分がもともと機能に入っているところの記載はないのですけれど

も、こちらの内容について、１番の「機能・役割」の（１）から（５）の中にそういった

中高生の部分を入れていくのか、もしくは先ほどの４ページの４の「活動内容」のほうを

もう少し中高生等についてさらに加えていくことを今お話しいただいているのか、具体的

にはどちらのほうをお考えか、少しお伺いできればと思うのですが、皆さん御意見いかが

でしょうか。 

○大竹委員長 植木委員、お願いします。 

○植木委員 早い話、どちらでもいいと思います。つまり、特出しをして表記ができれば

いいかなと思います。 

 今の冨田さんの提案は、５ページの４の「活動内容」のところを言いましたか。 

○冨田専門官 そうですね。今、言っていただいている部分を具体的にどの辺りに文言と

して入れていくことを御意見として検討されているのかというところでお伺いができれば

ということなのですが、この「活動内容」のところに今、記載がある部分を加えて、さら

に中高生の部分を特出ししていくのか、３ページの１番の「機能・役割」の（１）から（５）

のところにそういった中高生の部分をさらに加えていくのか、どのような形の御意見なの

かをお伺いさせていただいたところです。 

○植木委員 分かりました。 

 ５ページの４の「活動内容」は児童館ガイドラインに連動しているところですから、こ

の内容に関してはこのまま動かせないのではないかという気がするのと、「活動内容」の

「（２）のこどもの居場所の提供」のウのところで中高校生世代のことが書かれていると

いうことがあります。そういった意味では、３ページの１の「機能・役割」のところで何
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か表現ができるといいのかなという感触を持っています。 

 以上です。 

○大竹委員長 ありがとうございます。 

 では、土崎さん、お願いいたします。 

○土崎委員 土崎です。 

 私も今のところで、次官通知、局長通知改正案という資料４－１の３ページの１の「機

能・役割」のところに中高生世代のことを入れるのがいいかと思います。それで、具体的

には（１）の前ですね。「担うものである」の後に、特に中高生世代については、という

ふうなことでそうしたことを入れた上で（１）、（２）と続いていくのがいいのではない

かとちょっと思ってみました。 

 以上です。 

○大竹委員長 ありがとうございました。 

 その他の委員の方で、何か御意見がございますか。 

 安部先生から手が挙がっていますね。お願いします。 

○安部委員 ありがとうございます。安部です。 

 どこに入れるかも大事なのですけれども、入れる内容も大事ではないかと思っていまし

て、中高生世代で今、書かれていることが開館時間についてしか言及されていないという

のが問題ではないかと思います。 

 次官通知、局長通知だと、かなり掘り下げて書いてくれていますよね。文化活動、芸術

活動、スポーツ及び社会参加活動等に配慮するとか、体力増進指導とか、スポーツをする

ためにはどんな設備が必要なのかというふうに逆算して自治体の皆さんは考えていくと思

うのですけれども、今、出ている改正案だけ見ると、開館時間だけ延ばせばいいのかと思

ってしまうと、そうではないかなと思うので、やはり中高生世代特有の状況を鑑みてしっ

かり書き込んでいただきたいと思います。どんな設備が必要となるのか、どんな活動内容

となるのかというところを検討したいと思いました。 

○大竹委員長 ありがとうございます。 

 では、事務局からお願いいたします。 

 冨田専門官 ありがとうございます。 

 今、設備の部分もお話しいただいたかと思います。今回、設備につきまして３ページ、

第２の「児童館の役割等」の２番の「設備」のところで「（１）事務執行に必要な設備を

設けるとともに、必要に応じ、遊びのプログラム等を実施するに適したスペースのほか、

相談室、静養室、中高生世代のニーズに応じたスペースや設備等を設けること」といった

形で、こちらに中高生に向けた設備もしっかりと考えていくことを記載させていただいて

おります。 

 また、今、御意見をいただいたところで、第２章の１番の「機能・役割」のところに中

高生の追記を進めていくのがいいのではないかといった御意見を皆様からもいただいたか
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と思っております。こちらは（２）番の「こどもの居場所の提供」がその後の活動にも関

わってきますので、（２）番の「こどもの居場所の提供」の前に例えばですが、中高生世

代も含めたこどもの居場所の提供などのような形で、中高生というものが強調されるよう

な形もいかがかと考えておりますが、いかがでしょうか。 

○大竹委員長 いかがでしょうか。今の提案としては（２）の前のところに中高生の居場

所も含むというような文言でこどもの居場所の提供に資するという案が出ましたけれども。 

 齋藤先生、お願いします。 

○齋藤委員 やはり明確に中高生のという言葉がここの部分に入るというのは、より分か

りやすくて現場の視点でも取組に反映しやすいものかと思っています。 

 機能・役割は、確かに児童館はゼロから18歳までなので、年長児童も最初に入っている

というところがベースで、行政の中でも現場でも当たり前に入っていれば入れるものでは

ないものかもしれないですが、ただ、現状を鑑みたときに、やはりその部分をしっかりと

強調して、そこを現場でも意識し、そして行政のほうでも意識して現場に取組を下ろして

いく、伝えていくといったところでは、ここにしっかりとその文言が一文、入るといった

ことが大切なのではないかと思っておりましたので、今の御提案を支持したいと思います。 

 以上です。 

○大竹委員長 ありがとうございました。 

 この議論についてはいかがでしょうか。 

 それでは、藤本さん、お願いします。 

○藤本委員 藤本です。よろしくお願いします。 

 資料４－１の４ページの先ほどの「設備」の部分で少し質問なのですけれども、「設備」

の（２）のところに「遊戯室は、屋内における運動等の実施が可能な広さを有すること」

というところで「設備」の頭から御説明をされていて、（２）のところで「屋内における

運動等の実施が可能な」いうふうに出している理由が、「屋内における運動等の実施が可

能な広さ」というのは先ほどのこどもの年齢等、またはインクルーシブな観点からも随分

変わってくると思うのですけれども、そちらをあえて（２）として書いているのはなぜか、

ちょっと疑問を持ったので１つ質問です。 

 もう一点、先ほどの５ページの「活動内容」についてのお話の中で、私のほうでは自分

の保護者としての経験から、４の中の「地域の健全育成の環境づくり」に「児童館の活動

を広報するとともに」というところで、地域との接点という観点で広報という言葉が入っ

ています。結構いろいろな活動をされている中で、こどもが小さい小学生とかで児童館に

接している時間が長いときは割とそういう広報に触れる、いわゆる活動便りや、何か活動

に対する周知を行っていることの接点が多いのですけれども、やはりこどもが中高生世代

になったり、地域の一員としてというところでは広報というのはなかなか届きづらいなと、

私のような興望館で活動をやっている者は割と知識があっても、なかなか触れる機会がな

いというところで、これが地域の健全育成の環境づくりというところの全ての活動におい
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て、やはり広報という場が持続的に児童館が機能するという面において重要かなと考えて

おります。 

 それで、昨今、広報というと活動した内容だけを報告するとか、紙媒体とか、そういう

お便り的な印象があって、もうちょっと踏み込んだ積極的な情報発信、いろいろな関係者

の人への情報発信というところで、告知や取組の報告とかだけではなくて、理念なり児童

館が存在するというところの目的だったりというものを含めた情報発信という言葉で活動

を皆さんに広く知ってもらうというところが重要なのではないかと考えました。 

 こちらの活動内容もそうですし、それは大型児童館のほうの３の１のほうの「広報等に

より、対象地域内における児童館の活動について啓発に努めること」という書き方も、活

動についてというより、在り方自体、主体的な情報発信というところの意味を含めた広報

というものがこれからの活動において重要なのかなと思いました。 

 以上になります。 

○大竹委員長 ありがとうございます。 

 質問が１点ありましたけれども、４ページの（２）のところですが、いかがですか。 

○冨田専門官 ありがとうございます。 

 こちらは第２章２（２）の部分の遊戯室について「運動等の実施が可能な広さ」という

記載についてですが、遊戯室においてはたくさんのこどもたちが遊びを展開する場所であ

り、遊びのプログラム等も実施するのに適したスペースの一つとしても遊戯室を想定して

おります。 

 また、児童センターからの位置づけとして、今回（２）の遊戯室の中に運動等という言

葉を入れて、しっかりとした広さを有し、こどもたちが体も使って遊べるような場所とい

うものを設置していただくということを記載しているところになっております。 

 以上となります。 

○大竹委員長 藤本さん、よろしいでしょうか。 

○藤本委員 設備というのは広さだけではないのかなというのがちょっと疑問に思った点

なのですけれども、意図は理解しました。ありがとうございます。 

○大竹委員長 そのほか、いかがでしょうか。委員の皆様、いかがですか。 

 安部先生、お願いします。 

○安部委員 今、話題になっている中高生世代のところなのですけれども、事務局から提

案があったように、通知の中で中高生世代の対応が重要であるというのをぜひ強調してい

ただけたらと思いました。 

 以上です。 

○大竹委員長 どうもありがとうございます。 

 そのほか、御意見はいかがですか。 

 では、私のほうからも意見を述べさせていただきたいと思うのですが、今回こういった

運営要綱の改正ということで、最初の挨拶でも申し上げましたように、今回児童館という
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ところに光が当たって、本当に児童館は必要不可欠な存在という位置づけの中で、居場所

づくりのところでもそうですが、その中にあって中高生というところが一つのキーワード

になっている。 

 先ほど委員の方々の中にも、そもそも児童館はゼロから18だというようなことがあった

のですが、ただ、4,248ある中ではこれまでの役割の中で小学生を中心としてというような

ことがあったので、名称のところもそうですが、今回は児童館ということで全てを含んで、

その中に１つは大型というものがありますというようなことで、改めてそこを強調してい

るので、ここはやはり中高生というところを、先ほどどこかに特出しというようなことも

あるし、文言の最初に含むというようなことで、これを周知徹底する上ではこれまでの児

童館から意識を変えていただくというようなことも含めて、中高生も今回児童館の中には

中心的な受け皿としてあるということですね。 

 もともとあったのですけれども、さらに全ての児童館においてそういう意識を持ってい

ただきたいというところでは特出しとか、何か文言として出していただいたほうが周知徹

底されるかと思いますので、また改めて検討していただければと思いました。 

 以上です。 

 委員の皆様からいかがでしょうか。 

 佐藤先生、お願いします。 

○佐藤委員 お願いします。 

 今、やはり今回、中高生の支援の強化がしっかり示されることがとても大事なことなの

かなと思って議論を聞いていました。 

 実際に、私の身近にある児童館も図書室やプレースペースとか休養スペースなども含め

て、児童クラブも入ったりして、中高生がなかなかそこを利用するというのが難しいと実

態としては聞かれています。幼児とか小学生に関しては時間でプログラムがあったりとか、

そういったところで、やはりこどもだけで楽しく安全に過ごせる貴重な場だというところ

は思いつつ、それがどう中高生につなげられるのか、いろいろな課題があるのだろうとち

ょっと今、感じたところです。 

 その上で、今回の要綱の中で活動内容にしっかり中高生の子たちがこういうふうに過ご

せるといいなということとか、こういうことが必要だということが示されるのはとても重

要なんだなと思ったのと、実態を少しお話しすると、例えば放課後児童クラブにもクラブ

を卒業した子が本当によく顔を出してくれるのです。学校の帰り道だったりとか、学校が

早く試験中で終わったときなどは、職員とたわいない話をして過ごしたりとか、夏休みに

なると朝から顔を出して後輩たちと一緒に遊んでくれたりとか、そういったことで過ごし

てくれています。その子たちにとっても、クラブが居場所になってくれていてうれしいと

いうことはあります。 

 ただ、これはクラブに通っていた人であるからということであるので、クラブに通って

いないお子さんにとっては、小学生時代に児童館に行っていれば児童館がそういう場にな
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っていくのだろう。会いたい職員さんがいたりとか、行けば小学生時代にいっぱい遊んだ

仲間がいてとか、そういった児童館が増えていくといいなと感じているところです。 

 やはりそのためにも、活動内容もそうですけれども、人的な配置とか、あとはそれを進

めるためには施設の整備とか、そういうことも必要かと思うので、そこにたくさん国から

の支援が入ると、ぐっと進んでくるのではないかと思ったので、それも要望したいと思っ

て発言しました。 

 以上になります。 

○大竹委員長 どうもありがとうございました。 

 いかがでしょうか。今日、伺ったものを事務局のほうで案として検討していただいて、

最終案という形で提示することになりますけれども、今、気づいている点があればここで

お話ししていただければ、それを踏まえて最終案に持っていきたいと思いますので、今、

御発言できればお願いしたいと思っています。いかがでしょうか。 

 齋藤さん、現場からありませんか。 

○齋藤委員 先ほどから議論の中でもお話しはさせていただいたり、皆さんからのお声も

お聞かせいただいていたところなのですけれども、この児童館というものが本当に児童厚

生施設の中ではつながりを持ってこれだけ長い年月関わっていける唯一の施設だといった

ところがしっかりと地域にも、そして利用する方々、現場の職員、行政にも理解できるよ

うな発信の仕方がここは求められているのではないかと思っています。 

 そういう意味では、年長児童の利用で中高生といったところがより意識づけされて、そ

れをもって現場であったり行政のほうが取組に生かしていけるような流れをつくっていく

といったところで、あらゆるところに中高生というものが位置づけできるものがあったり、

あとは通知の中により明確に入れていただいて発出していただいたりといったところで、

１か所載っているからではなく、そこをより今回意識できる形でたくさん盛り込んでいた

だければというのが私の意見になります。 

 以上です。 

○大竹委員長 貴重な意見、ありがとうございました。 

 いかがでしょうか。感想でもいいのですが、土崎さんからこれまでの議論を受けて、土

崎さんの視点から何かここでコメントをいただければと思いますが、いかがでしょうか。 

○土崎委員 ありがとうございます。 

 児童館というのは法律の趣旨とか、そういうところからすると、こどもが利用するとい

うことが大前提としてあるのかなというところですが、ただ、一方でそうしたところに関

わってくる人たちというのは必ずしもこどもだけではないというか、職員をはじめ様々な

プログラムを児童館の中で展開するというところになったときに、大人の参加が必要不可

欠だというところで言うと、こどもだけではなく地域の中で大人の居場所と言っていいの

かどうかはあれですけれども、役割を発揮する場所でもあるんだなと。こどもが様々な人

とか、地域の資源とつながる場であると同時に、そこをサポートする中で、大人同士が地
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域の中で様々なつながりをつくっていくということも重要なのではないかと思うので、児

童館、こどもへの支援を通して様々な波及効果というものが出てくるきっかけとして、こ

うした様々な取組があるのかなと思っていました。 

 以上です。 

○大竹委員長 どうもありがとうございます。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

 齋藤先生、お願いします。 

○齋藤委員 追加で一言になりますけれども、先ほど議論の中でありましたとおり、これ

だけこどもの居場所といったところの中で、専門性が求められている施設になっています。

そういう部分では、それだけ専門性を求められている職に就いている児童厚生員、遊びの

資格を有する者といったところでは、そこの専門性、遊びに対しての専門性を持っている

価値といったところも地域の方々や行政、現場の皆さんがしっかりとそこを踏まえた形で

できるようにといったところで、今回２ページのところにも「児童厚生員に加え、必要に

応じて、その他の職員を置くこと」のところに、運動・野外・芸術・科学等の遊びのプロ

グラムや体験活動等を実施する場合、当該知識技能を有する者を置くことが望ましい」と

いうふうにしっかり記載していただいています。 

 ただ、これに関して、より今後、意志を持って国家資格だったりとか、そういったとこ

ろにも高まっていけるような、何かそういったところにつながっていけるといいなと思っ

ているところがあります。やはり遊びの専門性を持つ者といったところ、ここはそれだけ

の専門性を有するポジションにあるんだなといったことがありますので、ぜひそういった

意識も啓発できるような形になるといいのではないかと、ここは感想的になりますけれど

も、思っているところでした。 

 以上になります。 

○大竹委員長 ありがとうございました。 

 いかがでしょうか。安部先生や植木先生、何かコメントはありますか。 

 植木先生、今ミュートを外そうとしていますか。 

○植木委員 いえ、先ほど申し上げたとおりです。よろしくお願いします。 

○大竹委員長 ありがとうございます。 

 よろしいでしょうか。 

 では、私のほうから最後に、児童福祉法が昭和22年につくられて、この法律を変えてい

くというのはなかなか大変な状況ではある。そういう中で社会が変わり、こどもの環境も

変わってくる中で、この児童館というところにしっかりと光が当たって、児童館が果たす

役割というのはまさに今、求められてきている中にあって、この運用のところでしっかり

とこういった議論をしながら、現場サイドでこどもに向き合っていくところでこの児童館

の役割を果たしていただきたいと思っています。 

 それで、先ほどの遊びというところではプログラムというような表現もありましたけれ
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ども、プログラムも大事ですが、我々はもう一つ、先ほどあった遊びについても今回、国

のほうでも検討していきたいということで、この遊びとは何ぞやというようなところも私

たちのこの会でも議論していましたので、後ほどそれが取りまとめられていくというとこ

ろでは、先ほど専門職というところでも遊びのプログラムと併せて、遊びとは何ぞや、こ

どもにとってというところをしっかりと学んだ上で、意識した上でこどもに向き合ってい

ただくというようなところも今後周知徹底できればいいかなと思っています。 

 それでは、この議論についてはこの辺りとさせていただきたいと思います。たくさんの

御意見、ありがとうございました。それらの意見については今後事務局で整理していただ

いて、最終案にしていただければと思います。 

 そして、その扱いについて皆様にお諮りしたいのは、最終案の確認については私、委員

長に御一任していただくということでよろしいでしょうか。 

（委員首肯） 

○大竹委員長 どうもありがとうございました。 

 それでは、そのように対応させていただきたいと思います。事務局のほうもよろしいで

しょうか。 

○冨田専門官 承知しました。 

 それでは、続いて議事の３「省令改正について」です。事務局から報告をお願いいたし

ます。 

○冨田専門官 事務局より御説明します。 

 資料５を御覧ください。 

 これまでの専門委員会において御議論いただきました児童厚生員及び放課後児童支援員

の資格要件につきましては、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準及び放課後児童健

全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部を改正する内閣府令案を検討しております。 

 本府令においては、児童厚生員の要件を定める児童福祉施設設備運営基準第38条第２項

及び放課後児童支援員の基礎資格を定める放課後設備運営基準第10条第３項において、こ

ども家庭ソーシャルワーカー、大学等を卒業後、１年以上児童福祉事業に従事した者の２

つを追加することとしております。また、その他所用の改正を行っております。 

 今後、パブリックコメント等を経て、本年夏頃の交付、来年４月１日からの施行を予定

しております。 

 御説明は以上となります。 

○大竹委員長 ありがとうございました。 

 それでは、本委員会、専門委員会における議論を踏まえて進めていただいていると考え

ますので、引き続き対応をよろしくお願いしたいと思います。 

○冨田専門官 承知いたしました。 

○大竹委員長 それでは、議事の４「その他」ですが、事務局から何かございますでしょ

うか。 
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○冨田専門官 特にはございません。 

○大竹委員長 ありがとうございました。 

 今日もYouTubeで配信されているということで、私たちは顔を見ることはできないので

すが、私たちのこの議論を全国で関心を持たれている方々が拝聴していただいているとい

うところかと思います。聞いていただけたと思っております。そういった意味では、私た

ちのこういった思いを全国の皆様にもお伝えしながら、児童館というところは今後全国で

しっかりと目的に沿って役割・機能を果たすというようなこと、そのことが地域のこども

たち一人一人のウェルビーイングにつながっていくことになりますので、これからもよろ

しくお願いしたいと思っております。 

 それでは、予定していた議事は以上ですので、事務局のほうにお戻ししたいと思います。 

○安里課長 皆様、今日もいろいろ御議論いただきましてありがとうございました。 

 大竹委員長の話もございますし、皆様からのそれぞれの意見を聞きながら、改めて今日

の議論は設置要綱の改正の案が中心でございましたけれども、私は成育環境課の中でもそ

うですし、外に出た際にも、児童館というのは先人のすばらしい発明だなという話をさせ

ていただいております。こういう場所が地域にあって、そういうところで今日も議論の中

心になったように、中高生を含めてしっかり地域のインフラとして今後発展していくため

の大きな意識合わせをするものが今回の設置運営の要綱と改正作業となったと改めて思い

至りました。 

 本日の御議論を踏まえて、さらにブラッシュアップさせていただいたもので進めていき

たいと思っております。誠にありがとうございます。 

 次回の日程につきましては、秋頃を予定しております。追って日程調整いたしますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○大竹委員長 ありがとうございました。 

 それでは、これにて閉会いたします。本日はありがとうございました。 


